
第
二
〇
二
回
ペ
ン
川
柳
会 

令
和
三
年
三
月
二
十
二
日 

 

お
題 
「歌
」  

 
 

塚
田 

（拿
々

だ

だ

） 

大
会
議
ふ
と
気
が
つ
け
ば
四
面
楚
歌 

何
楽
し
？
鼻
歌
交
じ
り
の
マ
ス
ク
美
女 

 
 

松
谷 

（零
門

れ
い
も
ん

） 

持
ち
歌
を
先
に
摂
ら
れ
て
出
番
な
し 

子
守
歌
聞
か
さ
れ
孫
は
は
し
ゃ
ぎ
だ
し 

 
 

山
縣 

（安
兵
衛

や

す

べ

え

） 

今
は
夢
放
歌
高
唱
花
見
酒 

歌
に
ギ
ャ
ル
コ
ン
セ
プ
ト
つ
き
秋
葉
キ
ャ
フ
ェ 

 


 

稲
宮 

（井
波

い
な

み

） 

心
打
つ
明
治
の
唱
歌
今
も
生
き 

ワ
ク
チ
ン
後
盛
り
上
が
ろ
う
よ
酒
と
歌 

 
 

曽
山 

（酩 め
い

帝 て
い

） 

呆
け
進
み
歌
も
忘
れ
た
カ
ナ
リ
ア
に 

初
恋
の
僕
の
歌
姫
李
香
蘭 

 
 

安
藤 

（晃
二

て
る
つ
ぐ

） 

防
人
へ
発
つ
夫
（せ
）に
万
感
万
葉
歌 

老
い
の
手
を
マ
イ
ク
と
腰
に
歌
三
昧 

 
 

細
谷 

（損
得

そ
ん
と
く

） 
川
柳
は
引
か
れ
者
の
小
唄
と
か 

カ
ナ
リ
ア
も
歌
を
忘
れ
り
ゃ
用
は
な
い 

 




 

西
川 

（酔 す
い

雅 が

） 
コ
ロ
ナ
禍
で
カ
ラ
オ
ケ
遠
く
呆
け
近
し 

コ
ロ
ナ
呆
け
歌
を
忘
れ
た
カ
ナ
リ
ア
に 

 
 

八
木 

（明
迷

め
い
め
い

） 

歌
ダ
メ
で
我
が
師
の
恩
も
仰
が
れ
ず 

紅
白
に
虹
色
舞
った
歌
合
戦 

 
 

三
春 

（火 ウ
ォ

酒 ッ
カ

）  

音
痴
で
も
「君
が
代
」歌
う
国
粋
派 

道
楽
道
ひ
だ
り
川
柳
み
ぎ
演
歌 

 
 

大
野 

（だ
し
） 

革
命
家
歌
った
頃
が
懐
か
し
い 

演
歌
駄
目
も
う
紅
白
に
さ
よ
う
な
ら 

 


 

浜
田 

（我
々
好

ウ

ィ
ス
キ

ー

） 

女
性
登
用
歌
う
マ
ス
コ
ミ
役
員
ゼ
ロ 

菅
さ
ん
が
タ
ク
ト
を
振
れ
ど
歌
は
出
ず 

 

世
話
人 

塚
田 

實
（拿
々

だ

だ

） 

 


